












































































































粟«者•勇技 裹11番女拽 »嘗«勇性 K窖番•女性
色 卜 ft 色 色 j送数
灰色嚴 油 翼 15 灰色果 13 ピンク系 1S
茶系 ia 茶系 15 白 )3 12
鳳 15 «系 15 臂,藥 19 諷 9
白 9 赤系 14 諷 fl e
青,裏 8 白 9 羹嚴 6 黄裹 7
ページュ粟 6 ベージユ驀 9 水绝 5 灰色義 i
緣粟 S 7 赤系 4 It渠 3
貢果 3 水® S 鐮菜 4 某果 J
水ft 2 釁菜 5 纂果 3 クリーム绝 1
ピンク* 5 ウリームft 1 ページュ蒹 1
霄.輯晨 Z 糧色 1 1
嫌藥 1 駑 1

























































































かtty ,やでもない,や shiv大® N-61 










































1年次［2CO8年: ?年次［20M卑,1 1年次［2008年) 2年次(2009年)
色 色 編数 ft 色 I2K
灰色系 け 氏色系 14 赤梟 9 素系 a
風 II 薷藥 11 風 9 赤系 7
«条 9 ページュ蘿 4 岛 1 ベ_ジ1雋 7
胄-Ml系 7 M薷 4 黨系 4 茶色 5
緣果 4 良 1 4 白 4
ページュ系 3 ■ 4 ピンク* 3 ピンク乘 3
白 3 水ft 1 水色 3 _果 2
It系 2 賨.繡藥 4 ページュ驀 3 鳳 2
灰ft桑 3 禳笆 1







1年次1,2008年1 t年次1:棚9年) 1年次¢2008律］ 3年次：2OM<
色 ft &数 色 I Kit ft I set
脅,条 a 白 13 tンクft 1 白 13
白 4 爾,系 9 色 1 ピンク梟 11
灰色禹 4 諷 7 4 赤 5
覼 9 5 Rft 3 黄桑 1
木色 3 氏色* 4 7 ページュ* 3
眞果 3 霞系 2 « 2 黨 2
»桑 2 末色 2 HA 1 嬗色 5
赤果 2 灰ft美 2
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3.2. X 2高齡者女性の化粧とユニバーサルファッシ 
ョンについて
設問7-1の高齢者女性のは年甲斐もないかどう 
かでは,Wの数値であるものは、「年甲斐もない」と 
より感じ、㈠の数値では「年甲斐もない』とは感じて 
いないことになる。ここでは格差〇の35, 7%、(-3)から 
(-1)の㈠格差の合計が39.3%であったことから,1年 
次と同じ力それ以上に「年甲斐もない』とは感じない 
傾向になったといえる。
さらに設問7-2の髙齡者女性に化粧が必要かどうか 
は、(+1)以上の格差であった者は53.6%で、1年次よ 
り,半数以！:の者がrより必要jという認識にたって 
いることになる■
設問8のユニバーサルファッションでは、格差が㈠ 
の数値であると1年次より「知っている」ことになる。 
ここでは6〇. 7%は格差〇なので1年次の現状維持だが, 
(-1)以下の格差の39. 3%の者が1年次より認識を強め 
ている。(+)格差は〇■〇%であった«,つまり少なくとも, 
1年次より知域が低Fすることはなかったこと;こなS。
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4.まとめ
本報告は、被服関係の科目の中で高齡者、障害者の 
&生活の議義を実施するあたり,学生の离齡.行,障害 
者の被服等に関する現状認識のために行った調査結果 
と、合わせて1年後のその学習内容の定着具合の結果 
をまとめたものである,
結果として、受决前の学生の意識、髙齢#の服装は 
暗色のイメージ、障害者は健常者と同じような色であ 
っても白などの印象がある。服装は、ファッションセ 
ンスより機能性重視であった。高齢者女性の化粧やお 
しゃれは肯定的に捉えていた.受搆I年後に再調査し 
たところ、色イメージは部分的に暗色だけのイメージ 
に留まらなくなった〇また1年次より機能性重視が軽 
減され、さらに、高齢者女性の化粧やおしゃれの肯定 
度も増加していた.
今や一般的に被fig学の授業の中で萵齡者、障害者の 
衣服に関することを取り扱うことは、必須事項に近い 
が、実際の生活では、この方々に出会うことは頻繁と 
は言いがたいために、学生の認識のずれも生じてくる 
可能性がある。回答者数が少ないいため、もっと多く 
の検証が必要であると思われる〇しかし、一度でも授 
萊で扱うことによって記憶に定着され、意識変化がお 
きる傾向が示されたことは明らかとなったといえよう。 
本学の特にファッション専攻の学生は、進路先とし 
て販売員になる数が高く、販売の現場では若者や健常 
者だけでなく、二こで挙げた商鈴者、障害者に接客を 
する場含もあろう。何も学習の刺激がないより、少し 
でも知識を得たことによって、多少なりとも現場に還 
元され,役立てられるのではないかと思われる。この 
ことZpら、今後もより実践的な具体例を挙げながら, 
学生の意識に残る購義内容を検討したい。
4, No. 1,69〜76,1997
⑷ 松村明編:大辞林第二版,三省堂,1999
ピアスーパーパイザーからのコメント
本実践では、学生の商齡者、障害者の被fig等に関する 
意斑変化に成功している。学生は1年間の学習を通し 
て、これらの人々の衣服に関して持っていた暗色や白 
などのイメージを変化させた。また、機能性だけでな 
くセンスやおしやれの楽しみの重要性を理解するよう 
になった。この意廉の変化は,离齡秆や障杏者に対す 
る衣服等の販売や接客の機会に生かされるとともに, 
高鈴者の生活や生き方に対する認識の変化に結びつく 
ものと捉えられ、十分に評価できる。1年問の授業によ 
り意織変化がもたらされたことが確認されている点が 
意義深く,次年度の本実践に生/)呀るだけでなく、他 
の領域の実践においても大変参考になる事例であると 
考える。
(担当：早田由美子)
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